
交
流
会
は
沖
縄
県
の
前
泊
美
紀

氏
が
進
行
役
を
務
め
、
各
地
域
が

自
己
紹
介
の
後
、
①
復
帰
運
動
の

概
要
、
②
復
帰
と
現
在
、
③
そ
れ

ぞ
れ
の
課
題
な
ど
を
意
見
交
換
し

互
い
に
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

小
笠
原
有
志
グ
ル
ー
プ
は
森

田
裕
一
氏
が
挨
拶
、
自
己
紹
介
の

後
、
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
の
４
人

を
紹
介
。
森
田
氏
は
挨
拶
の
中
で

小
笠
原
の
来
し
方
を
振
り
返
り
、

全
島
民
の
強
制
疎
開
や
や
硫
黄
島

玉
砕
で
は
多
く
の
村
民
が
亡
く
な

ら
れ
た
こ
と
、
戦
前
の
硫
黄
島
に

は
１
，
２
０
０
人
を
越
え
る
村
民

が
居
住
し
て
い
た
が
、
未
だ
に
村

民
の
帰
島
が
叶
わ
な
い
こ
と
な
ど

に
触
れ
、
ま
た
、
小
笠
原
に
は
空

港
が
無
く
本
土
と
の
間
を
結
ぶ
定

期
船
が
ほ
ぼ
週
一
便
し
か
な
い
問

題
に
つ
い
て
も
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
父
島
の
菊
池
康
彦
氏

か
ら
は
祖
父
虎
彦
氏
が
帰
郷
促
進

連
盟
の
初
代
委
員
長
と
し
て
帰
郷

運
動
を
主
導
し
、
父
親
の
忠
彦
氏

は
小
笠
原
青
年
連
盟
の
代
表
と
し

て
内
地
の
旧
島
民
の
故
郷
訪
問
船

４
月
29
日
、
小
笠
原
村
と
沖

縄
、
奄
美
、
十
島
村（
ト
カ
ラ
列

島
）
な
ど
の
４
地
域
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
結
ぶ
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
ら
の
地
域
は
、
い
ず
れ
も

太
平
洋
戦
争
敗
戦
後
に
米
軍
の
直

接
施
政
権
下
に
置
か
れ
た
地
域
で

し
た
が
、
そ
の
後
、
段
階
的
に
日

本
へ
復
帰（
返
還
）さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
沖
縄
が
日
本
に
復
帰
し

て
か
ら
50
周
年
の
記
念
す
べ
き

年
で
、
沖
縄
の
復
帰
っ
子（
沖
縄

が
復
帰
の
年
に
生
ま
れ
た
子
供
）

た
ち
で
組
織
す
る
、「
沖
縄
県
復

帰
っ
子
連
絡
協
議
会
」（
那
覇
市

議
会
議
員
・
前
泊
美
紀
代
表
）
の

呼
び
か
け
で
、
復
帰（
返
還
）
を

経
験
し
た
地
域
の
歴
史
を
共
有

し
、
交
流
す
る
こ
と
で
未
来
に
向

け
た
新
た
な
関
係
を
築
き
、
地
域

の
発
展
に
役
立
ち
・
貢
献
し
て
い

こ
う
、
と
の
思
い
か
ら
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

参
加
者
は
沖
縄
か
ら「
沖
縄

県（
１
９
７
２
年
復
帰
）
復
帰
っ

子
連
絡
協
議
会
」、「
奄
美
群
島

(

１
９
５
３
年
復
帰)

の
日
本
復

帰
運
動
を
伝
承
す
る
会
」、「
十
島

村（
ト
カ
ラ
列
島
）（
１
９
５
２

年
復
帰
）」、
そ
し
て「
小
笠
原
村

（
１
９
６
８
年
返
還
）有
志
グ
ル
ー

プ
」
の
４
地
域
で
、
小
笠
原
の
東

京
竹
芝
の
会
場
に
は
父
島
出
身
の

森
田
裕
一
氏（
在
京
）
が
有
志
グ

ル
ー
プ
の
代
表
と
し
て
参
加
し
、

こ
の
他
に
父
島
の
菊
池
康
彦
、
母

島
の
折
田
五
十
二
郎
・
前
田
豊
の

両
氏
、
硫
黄
島
出
身
三
世
の
西
村

玲
馬（
在
京
）
の
各
氏
が
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
り
参
加
を
し
ま
し
た
。

な
ど
旧
島
民
の
帰
島
に
尽
力
さ
れ

た
こ
と
な
ど
、
祖
父
・
父
か
ら
伝

え
聞
か
さ
れ
て
い
る
話
や
返
還
へ

の
思
い
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

母
島
の
折
田
五
十
二
郎
氏
か

ら
は
、
先
祖
が
明
治
12
年
に
母
島

に
入
植
し
た
定
住
草
分
け
で
苦

労
し
た
こ
と
、
父
親
の
稔
氏
は
小

笠
原
村
初
代
の
教
育
委
員
長
と

し
て
尽
力
し
た
こ
と
な
ど
が
語

ら
れ
ま
し
た
。

前
田
豊
氏
は
祖
父
の
定
氏
が
菊

池
虎
彦
氏
と
帰
郷
促
進
連
盟
を
立

ち
上
げ
帰
郷
運
動
の
先
頭
に
立
っ

て
返
還
運
動
に
尽
力
し
た
こ
と
、

ま
た
父
の
章
氏
が
商
店
が
全
く
無

か
っ
た
母
島
で
島
民
向
け
の
商
店

を
初
め
て
開
業
し
、
ま
た
商
工
会

の
役
員
を
歴
任
し
て
島
の
商
工
の

発
展
に
尽
力
し
た
こ
と
な
ど
が
語

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
祖
父
・
母
が
硫
黄
島
出

身
の
西
村
玲
馬
氏
か
ら
は
自
身
が

会
長
を
務
め
る「
全
国
硫
黄
島
島

民
３
世
の
会
」
の
紹
介
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

「
３
世
の
会
」
は
２
０
１
８
年
設

心
で
し
た
が
、
近
年
の
小
笠
原
式

深
海
た
て
縄
漁
業
の
開
発
・
導

入
に
よ
り
、
１
９
９
７（
平
成
９
）

年
頃
か
ら
の
主
流
は
メ
カ
ジ
キ
、

メ
バ
チ
マ
グ
ロ
と
い
っ
た
広
域

回
遊
魚
で
す
。
そ
の
他
に
も
、
イ

カ
釣
、
イ
セ
エ
ビ
漁
、
ア
オ
ウ
ミ

ガ
メ
漁
、
サ
ン
ゴ
漁
が
営
ま
れ
て

い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
小
笠
原
の

三
大
漁
獲
物
と
い
え
ば
、
メ
カ
ジ

キ
、
ハ
マ
ダ
イ
、
ソ
デ
イ
カ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
漁
獲
物
の
大
部
分
は
、

定
期
船
お
が
さ
わ
ら
丸
で
内
地
に

出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
輸
送
に
は

長
い
時
間
を
要
し
ま
す
が
、
新
鮮

な
ま
ま
で
市
場
に
お
届
け
で
き
る

よ
う
、
鮮
度
を
保
つ
た
め
の
工
夫

も
行
っ
て
い
ま
す
。

メ
カ
ジ
キ

小
笠
原
式
深
海
た
て
縄
漁
業
に

よ
り
漁
獲
さ
れ
、
令
和
２
年
の
小

笠
原
の
総
水
揚
金
額
の
う
ち
最
も

多
い
50
％
以
上
を
占
め
る
の
が
メ

カ
ジ
キ
で
す
。
メ
カ
ジ
キ
は
刺
身

だ
け
で
な
く
様
々
な
料
理
に
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
島
の
飲
食
店
で

は
ス
テ
ー
キ
や
煮
つ
け
な
ど
で
提

供
さ
れ
、
小
笠
原
土
産
と
し
て
人

気
の「
メ
カ
ジ
キ
カ
レ
ー
」
に
も

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ハ
マ
ダ
イ
（
オ
ナ
ガ
）

ハ
マ
ダ
イ
は
尾
び
れ
の
先
端
が

長
い
糸
状
に
な
っ
て
い
る
の
が
特

徴
で
、
小
笠
原
を
含
む
関
東
地
方

で
は「
オ
ナ
ガ
」と
い
う
呼
び
名

で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
高
級
魚

と
し
て
取
引
さ
れ
、
塩
焼
き
や
刺

身
、天
ぷ
ら
、

煮
つ
け
に
加

え
、
小
笠
原

の
郷
土
料
理

「
ピ
―
マ
カ
」

な
ど
、
様
々

な
料
理
に
利

用
さ
れ
て
い

ま
す
。
小
笠

原
海
域
で
は

メ
カ
ジ
キ
の

次
に
水
揚
金

額
が
多
い
魚

種
で
す
。
一
方
で
、
深
海
に
生
息

し
て
い
る
た
め
、
生
態
に
関
す
る

知
見
が
少
な
く
、
長
年
の
漁
獲
に

よ
る
資
源
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

ア
カ
イ
セ
エ
ビ

小
笠
原
で
利
用
さ
れ
て
い
る
磯

根
資
源
の
一
つ
に
ア
カ
イ
セ
エ
ビ

が
あ
り
ま
す
。
内
地
と
比
べ
て
大

型
に
成
長
し
、
歩
脚
の
各
節
が
青

紫
色
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
区
別
で

き
ま
す
。
日
中
は
岩
陰
や
洞
窟
の

中
な
ど
に
潜
み
、
夜
中
に
な
る
と

活
発
に
動
い
て
餌
を
探
し
ま
す
。

小
笠
原
で
は
他
に
シ
マ
イ
セ
エ

ビ（
島
名
ア
オ
エ
ビ
）
や
カ
ノ
コ

イ
セ
エ
ビ
な
ど
も
漁
獲
さ
れ
ま
す

が
、
ア
カ
イ
セ
エ
ビ
の
割
合
が
圧

倒
的
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
近
年
で
は
漁
獲
量
が
減
少

し
て
お
り
、
漁
協
で
は
漁
獲
制
限

を
設
け
る
な
ど
、
資
源
保
護
の
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
は
小
笠
原
や
沖

縄
な
ど
で
食
用
と
し
て
漁
獲
さ
れ

て
お
り
、
古
く
は
明
治
以
前
か
ら

貴
重
な
タ
ン
パ
ク
源
と
し
て
漁
獲

さ
れ
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

現
在
で
も
小
笠
原
の
郷
土
料
理
の

一
つ
と
し
て
煮
込
み
や
刺
身
な
ど

で
食
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
時
は
千

頭
を
超
え
る
漁
獲
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
数
は
減
少
し
、
現
在
で

は
知
事
許
可
漁
業
と
し
て
漁
獲

頭
数
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
各
種
調
査
や
人
工
ふ
化
、
放

流
な
ど
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
を
増
や

す
た
め
の
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

持
続
可
能
な
漁
業
に
向
け
て

広
大
な
漁
業
水
域
を
持
つ
小
笠

原
と
い
え
ど
も
、
無
制
限
な
漁
獲

は
資
源
の
枯
渇
を
招
く
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
東
京
都

で
は
漁
業
許
可
や
取
締
、
小
笠
原

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
に
よ
る
漁

獲
許
可
隻
数
の
調
整
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
京
都
小
笠

原
水
産
セ
ン
タ
ー
で
は
、
水
産
資

源
の
持
続
的
な
利
用
や
小
笠
原
の

漁
業
振
興
の
た
め
の
研
究
や
そ
の

成
果
の
普
及
を
行
っ
て
い
ま
す
。

国
連
で
採
択
さ
れ
た
持
続
可
能

な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
一

つ
に
は「
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
」

と
い
う
目
標
が
あ
り
ま
す
。
小
笠

原
の
漁
業
に
お
い
て
も
、
地
域
の

基
幹
産
業
の
一
つ
と
し
て
、
将
来

も
安
定
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め

に
、
今
後
も
持
続
可
能
な
漁
業
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

え
、
捕
鯨
頭
数
も
年
間
三
百
頭
を

超
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
兄

島
と
母
島
に
は
鯨
解
体
工
場
、
父

島
と
母
島
に
は
製
氷
工
場
が
あ

り
、
カ
ツ
オ
節
、
ム
ロ
節
の
製
造

も
し
て
い
ま
し
た
。
漁
業
は
小
笠

原
の
基
幹
産
業
と
な
り
、
最
盛
期

に
は
漁
業
組
合
員
一
人
当
た
り
の

平
均
年
収
が
四
千
五
百
円
を
超
え

て
い
た
と
の
こ
と
か
ら（
当
時
、

教
員
の
年
収
が
八
百
円
、
総
理
大

臣
で
八
千
円
）、
大
変
裕
福
だ
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

戦
争
終
結
と
同
時
に
米
軍
の
統

治
が
始
ま
り
、
そ
れ
か
ら
23
年
も

の
間
、
小
笠
原
の
海
は
ほ
と
ん
ど

手
付
か
ず
で
し
た
が
、
返
還
さ
れ

た
１
９
６
８（
昭
和
43
）
年
に
は

漁
業
協
同
組
合
を
設
立
、
漁
業
が

再
開
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
再
開

当
初
は
、
労
働
力
不
足
、
漁
業
生

産
基
盤
の
未
整
備
、
未
熟
な
漁
業

技
術
な
ど
に
よ
り
、
周
辺
に
好
漁

場
を
有
し
な
が
ら
低
迷
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
漁
獲
量
は
、
共

同
操
業
か
ら
個
人
操
業
に
移
行
、

ま
た
、
漁
業
関
連
施
設
の
充
実

と
と
も
に
徐
々
に
増
え
て
い
き
、

１
９
８
６（
昭
和
61
）
年
以
降
は

マ
グ
ロ
類
へ
の
魚
種
転
換
が
進
ん

だ
こ
と
を
受
け
、
概
ね
安
定
的
に

推
移
し
て
い
き
ま
す
。

現
在
の
小
笠
原
の
漁
業

現
在
、
主
に
10
ト
ン
未
満
の
漁

船
を
使
用
し
、
聟
島
列
島
、
父
島

列
島
、
母
島
列
島
周
辺
か
ら
西
之

島
、
硫
黄
島
を
含
む
火
山
列
島
周

辺
ま
で
の
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
漁

業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
各
種
共

同
利
用
施
設
・
漁
港
の
整
備
も

着
実
に
進
め
ら
れ
、
加
え
て
漁
船

の
近
代
化
や
後
継
者
の
受
け
入

れ
効
果
な
ど
も
あ
り
、
近
年
の
水

揚
高
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

２
０
１
６（
平
成
28
）
年
に
は
過

去
最
高
と
な
る
漁
獲
金
額
を
記
録

し
ま
し
た
。

漁
獲
物
と
し
て
は
、
以
前
は
ハ

マ
ダ
イ
、
ア
カ
ハ
タ
な
ど
を
対
象

に
し
た
底
魚
一
本
釣
り
漁
業
が
中

立
。
メ
ン
バ
ー
構
成
は
祖
父
・
祖

母
が
硫
黄
島
出
身
の
世
代
を
中

心
に
構
成
。
現
在
の
会
員
は
25
名

で
、
会
と
し
て
、
１
世
へ
の
聞
き

取
り
、
会
誌
の
発
行
、
硫
黄
島
の

記
録
・
資
料
の
収
集
な
ど
の
活
動

を
行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
語
ら

れ
ま
し
た
。

来
年
は
奄
美
が
本
土
に
復
帰
し

て
70
周
年
で
す
。

４
地
域
の
メ
ン
バ
ー
は
ま
た
来

年
の
再
開
を
約
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン

交
流
会
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

東
京
都　

小
笠
原
支
庁

境　
　

敦
史　

産
業
課
長

白
倉　

秀
平　

�

課
長
代
理�

（
水
産
担
当
）

城　
　

智
聡　

�

水
産
セ
ン
タ
ー

所
長

小
笠
原
の
漁
業
は
、
日
本
で
最

も
広
い
漁
業
水
域
で
行
わ
れ
て
お

り
、
資
源
が
非
常
に
豊
富
で
す
。

そ
の
始
ま
り
は
、
父
島
の
大
神
山

公
園
に
あ
る
石
碑
に
よ
れ
ば
、
明

治
時
代
に
政
府
役
人
の
鏑
木
余
三

男
と
い
う
人
物
が
小
笠
原
に
赴
任

し
、
漁
業
振
興
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
に
遡
る
そ
う
で
す
。
こ
う
し
た

小
笠
原
の
漁
業
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

小
笠
原
の
漁
業
の
歴
史

小
笠
原
で
は
、
明
治
時
代
初
期

に
は
捕
鯨
計
画
、
末
期
の
発
動
機

船
の
使
用
、
大
正
時
代
初
期
の
冷

凍
運
搬
船
に
よ
る
鮮
魚
輸
送
な

ど
、
当
時
、
日
本
の
漁
業
の
先
端

を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
鰹

節
製
造
や
マ
グ
ロ
は
え
縄
漁
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

戦
前
ま
で
は
、
回
遊
す
る
カ
ツ

オ
、
マ
グ
ロ
、
ク
ジ
ラ
、
そ
の
他

に
ハ
マ
ダ
イ
や
ム
ロ
ア
ジ
、
タ
カ

ベ
な
ど
の
魚
が
大
量
に
水
揚
げ
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
初
期

の
サ
ン
ゴ
ブ
ー
ム
で
さ
ら
に
栄
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挨
拶
文
を
受
け
取
っ
た
の
ち
、
先

祖
ナ
サ
ニ
ェ
ル
の
墓
に
案
内
し
、

感
謝
の
意
が
伝
え
ら
れ
た
。

次
に
、
漂
着
し
た
乗
組
員
が
見

た
当
時
の
島
の
様
子
や
資
料
、
江

戸
時
代
末
期
の
史
跡
な
ど
を
案
内

し
た
。
ま
た
、
時
代
は「
見
る
鯨
」

に
移
行
し
て
い
て
、4
人
は
ホ
ェ
ー

ル
・
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
も
体
験
し
、

島
を
後
に
し
た
。

10
月
中
旬
、
私
が
陸
前
高
田
市

を
訪
ね
る
と
、
5
代
目
の
子
孫
が

出
迎
え
て
く
れ
た
。
船
主
の
子
孫
、

及
川
庄
八
郎
氏
、
舵
取
り
の
子
孫
、

鈴
木
敬
一
氏
、
水
主
の
子
孫
、
上
野

文
雄
氏
、
大
和
田
タ
ミ
子
氏
の
4

人
で
あ
る
。

上
野
氏
に「
私
達
が
今
い
る
の

は
、
助
け
て
い
た
だ
い
た
お
蔭
で

す
。」
と
お
礼
を
言
わ
れ
た
時
は
、

感
動
が
込
み
上
げ
、
先
祖
が
力
を

合
わ
せ
て
、
全
員
無
事
に
家
族
の

元
に
帰
し
て
あ
げ
た
こ
と
を
誇
り

に
思
っ
た
。

「
小
友
浦
船（
中
吉
丸
）
漂
着

1
7
0
周
年
特
別
展
」
は
、
11
月

か
ら
翌
年
1
月
ま
で
開
催
さ
れ
、

多
く
の
村
民
、
観
光
客
に「
中
吉

丸
」奇
跡
の
漂
着
を
紹
介
出
来
た
。

展
示
を
終
え
て
博
物
館
に
返
さ

れ
た
餞
別
品
は
、
11
年
3
月
の
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
で
、
残

念
な
が
ら
流
失
し
て
し
ま
っ
た
。

1
7
0
年
前
の
島
民
と
の
交
流
の

証
し
だ
っ
た
品
々
は
、
子
孫
同
士

の
交
流
の
き
っ
か
け
を
作
り
、
乗

組
員
の
元
に
帰
っ
た
の
で
あ
る
。

せ
ー
ぼ
れ
ー
・
た
か
し

小
笠
原
村
出
身
。
村
役
場
に

勤
務
す
る
傍
ら
、
最
初
に
島

に
移
住
し
た
ア
メ
リ
カ
人
の

子
孫
と
し
て
、
先
祖
の
歴
史

を
今
に
伝
え
る
。

平
成
30
年
３
月
村
役
場
定
年

退
職
。

当
記
事
は「
都
政
新
報
」へ

令
和
２
年
６
月
に
掲
載
さ
れ

た
記
事
で
す
。
そ
の
５
を
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�

（
計
６
回
）

2
0
1
0
年
1
月
、
教
育
委
員

会
事
務
局
に
い
た
私
は
、
陸
前
高

田
市
立
博
物
館
に
保
存
さ
れ
て
い

る
餞
別
品
の「
里
帰
り
展
」
を
企

画
し
て
い
た
。一
方
、
陸
前
高
田
市

で
は「
中
吉
丸
」の
船
主
、
中
野
屋

庄
兵
衛
の
子
孫
で
あ
る
菊
池
達
夫

妻
と
菊
池
氏
の
友
人
、
及
川
征
喜

夫
妻
が
、
世
界
自
然
遺
産
候
補
地

の
小
笠
原
観
光
と
先
祖
が
漂
着
し

て
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
の
お
礼

の
旅
を
計
画
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

及
川
氏
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
時
は
、

両
方
で
こ
の
偶
然
に
驚
き
、
先
祖

の
導
き
と
思
い
胸
を
弾
ま
せ
た
。

2
月
下
旬
、
4
人
が
遠
路
遥
々

来
島
し
た
。
船
主
の
5
代
目
子
孫
、

及
川
庄
八
郎
氏
か
ら
預
か
っ
た

「
乗
組
員
の
無
事
帰
国
と
お
礼
」の

小
笠
原
村
役
場
総
務
課
　
セ
ー
ボ
レ
ー
孝

小
笠
原
村

話
に
な
り
ま
し
た
。

人
の
温
か
み
に
触
れ
、
仲
間
意

識
が
強
く
、
島
民
一
丸
と
な
り
島

民
同
士
が
協
力
し
合
っ
て
の
島
づ

く
り
に
共
感
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
村
の
発
展
に
、
や
り

が
い
を
感
じ
る
中
、
母
島
で
の
生

活
が
、
小
笠
原
村
で
生
活
を
続
け

て
い
こ
う
と
決
め
た
原
点
に
な
り

ま
し
た
。

翌
年
１
月
の
成
人
式
で
は
自
分

を
含
む
３
名
が
島
民
の
皆
さ
ん
に

祝
っ
て
も
ら
い
、
夜
の
祝
賀
会
で

は
婦
人
会
の
皆
さ
ん
が
御
馳
走
を

用
意
し
て
く
れ
ま
し
た
。

当
時
は
母
島
に
飲
食
店
が
少
な

か
っ
た
た
め
、
来
島
者
の
歓
迎
会

等
は
、
通
称「
カ
ン
パ
ク
」（
旧
簡

易
宿
泊
所
の
ち
の
村
役
場
母
島
支

所
の
大
広
間
）
で
宴
会
な
ど
を

行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

実
は
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と

が
一
つ
あ
り
ま
す
。
昭
和
58
年

11
月
、
台
風
17
号
が
母
島
を
襲
っ

た
時
で
す
。

当
初
は
、
勢
力
も
そ
れ
ほ
ど
で

も
な
い
予
報
で
し
た
が
、
翌
日
、

急
に
勢
力
と
速
度
を
増
し
て
そ
の

夜
に
最
接
近
し
て
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

急
な
台
風
接
近
に
緊
急
招
集

が
か
か
り
、
暴
風
雨
の
な
か
、
村

役
場
母
島
支
所
へ
向
か
う
途
中
、

目
の
前
で
火
花
を
散
ら
し
な
が

ら
横
切
っ
て
い
く
ト
タ
ン
を
電

柱
に
隠
れ
な
が
ら
か
わ
し
、
す
さ

ま
じ
い
光
景
の
中
や
っ
と
の
こ

と
で
村
役
場
母
島
支
所
へ
た
ど

り
着
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
避
難
所
を
開
設
し
避

難
者
の
送
迎
を
手
伝
い
、
台
風
通

過
後
、
夜
明
け
に
壊
滅
状
態
の
様

相
を
目
の
当
た
り
に
し
た
時
は
愕

然
と
し
ま
し
た
。
道
路
は
瓦
礫
に

埋
も
れ
電
柱
が
折
れ
建
物
が
倒
壊

し
大
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

直
ぐ
に
、
災
害
援
助
法
が
適
用

さ
れ
、
し
ば
ら
く
は
通
常
の
仕
事

に
は
手
が
付
け
ら
れ
ず
、
被
害
家

屋
の
片
づ
け
や
被
害
調
査
に
奔
走

し
ま
し
た
。
驚
い
た
こ
と
は
、
島

民
の
一
致
団
結
に
よ
り
復
旧
が
素

早
か
っ
た
こ
と
と
で
し
た
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
平
成
６

年
２
月
の
行
幸
啓
で
は
、
目
の
前

で
天
皇
・
皇
后
両
陛
下（
現
上
皇
・

上
皇
后
両
陛
下
）
に
お
会
い
で
き

た
こ
と
、
ま
た
、
平
成
29
年
７
月

に
は
秋
篠
宮
紀
子
様
と
悠
仁
様
が

来
島
さ
れ
、
小
港
海
岸
に
て
星
空

観
望
を
お
手
伝
い
し
た
こ
と
も
思

い
出
で
す
。

平
成
25
年
４
月
に
は
、
現
職
の

総
理
大
臣（
安
倍
晋
三
氏
）
を
は

じ
め
国
会
議
員
３
名
の
島
内
で
の

移
動
車
両（
村
営
バ
ス
）
の
運
転

手
を
任
さ
れ
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が

ら
運
転
し
た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。

教
育
課
長
で
あ
っ
た
時
に
、
機

関
誌（
小
笠
原
特
集
号
第
66
号
）

で
紹
介
さ
れ
た
漂
流
船「
中
吉
丸
」

に
関
す
る「
小
友
浦
漂
着
１
７
０

周
年 

特
別
展
」の
開
催
を
担
当
し
、

岩
手
県
陸
前
高
田
市
と
の
交
流
が

始
ま
り
ま
し
た
。
実
は
私
の
出
身

地
は
、
岩
手
県
大
船
渡
市
で
陸
前

高
田
市
の
隣
で
あ
り
、
こ
の
中
吉

丸
の
水
主（
乗
組
員
）の
半
数
は
大

船
渡
市
出
身
者
で
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
偶
然
な
出
会
い
に
、
驚

き
ま
し
た
。
今
後
も「
中
吉
丸
歴

史
継
承
交
流
事
業
実
行
委
員
会
」

の
一
員
と
し
て
、
交
流
を
継
続
し
、

深
め
な
が
ら
後
世
に
繋
い
で
い
け

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、
今
後
、
自
分
の
体
調

が
許
す
限
り
小
笠
原
に
住
み
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
笠
原
は
、
子
供
た
ち
が
多
く
、

ゆ
っ
く
り
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
い
ず
れ
自
分
自
身
も
高
齢

者
の
仲
間
入
り
す
る
時
が
来
る
こ

と
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
で
き
る

こ
と
で
あ
れ
ば
、
今
以
上
に
高
齢

者
や
障
害
を
持
っ
た
方
が
住
み
続

け
ら
れ
る
社
会
環
境
が
整
備
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、

さ
ら
に
住
み
や
す
い
島
づ
く
り
・

発
展
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

�

元
医
療
課
長
　
佐
々
木 

英
樹
　

私
は
、
本
年
３
月
31
日
付
で
、

41
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
小
笠

原
村
役
場
を
定
年
退
職
い
た
し

ま
し
た
。

思
い
起
こ
せ
ば
、
私
は
公
務
員

志
向
で
、
テ
レ
ビ（
東
京
都
広
報

番
組
）
で
小
笠
原
村
役
場
職
員
募

集
の
放
送
を
見
て
応
募
、
そ
の

後
、
自
費
で
小
笠
原
村
現
地
で
の

試
験
を
受
験
し
、
昭
和
56
年
４
月

１
日
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
以
前
の
採
用
試
験
は
、
村

外
の
受
験
者
は
、
都
内
の
み
で
実

施
さ
れ
て
お
り
、
採
用
後
は
、
来

島
未
経
験
の
ま
ま
着
任
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
生
活
が
合
わ
な

か
っ
た
の
か
早
期
退
職
が
多
か
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
私

が
受
験
し
た
昭
和
56
年
か
ら
村
外

の
受
験
者
は
、
現
地
採
用
試
験
の

み
に
切
り
替
え
ら
れ
た
よ
う
で

す
。
現
在
は
都
内
で
の
採
用
試
験

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
20
歳
の
誕
生
日
に
勤
務

地
の
母
島
に
着
任
、
小
笠
原
諸
島

が
返
還
と
な
っ
て
13
年
目
で
し
た
。

当
時
の
母
島
は
、
上
下
水
道
は

ほ
ぼ
整
備
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、

電
話
は
島
内
に
３
本
の
み（
村
役

場
母
島
支
所
、
農
協
事
務
所
、
漁

協
事
務
所
の
み
）。
T
V
放
送
も

ま
だ
視
聴
で
き
ず
、
夕
方
か
ら
４

時
間
程
度
の
C
A
T
V
の
み
で
、

夜
は
小
中
学
校
体
育
館
で
の
ス

ポ
ー
ツ
三
昧
の
日
々
で
し
た
。

そ
ん
な
中
、
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、
若
か
っ
た
私
は
島
民
の
方

に
大
変
に
可
愛
が
ら
れ
、
特
に
婦

人
会
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
に
お
世

Ⅰ　

小
笠
原
諸
島
の
現
況

小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別

措
置
法
に
基
づ
き
、
令
和
元
年
度

に
策
定
し
た
小
笠
原
諸
島
振
興

開
発
計
画
の
計
画
期
間
も
半
ば

を
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
小
笠

原
諸
島
の
自
立
的
発
展
に
向
け

た
様
々
な
施
策
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
。

一
方
で
、
本
土
と
の
交
通
ア
ク

セ
ス
の
改
善
や
、
頻
発
す
る
自
然

災
害
へ
の
備
え
、
医
療
・
福
祉
等

の
生
活
環
境
の
向
上
、
世
界
自
然

遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る

生
態
系
の
保
護
等
、
依
然
と
し
て

多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
特
に
近
年
は
、
昭
和

43
年
の
返
還
直
後
に
整
備
し
た

公
共
施
設
等
の
老
朽
化
が
進
み
、

そ
の
対
策
が
急
務
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る

た
め
に
、
計
画
に
基
づ
き
振
興
開

発
事
業
を
着
実
に
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
振
興
開
発
事

業
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
を
基
に

予
算
化
さ
れ
て
お
り
、
事
業
内
容

の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。

Ⅱ　

振
興
開
発
事
業
の
概
要

◎
事
業
費

�

17
億
５
千
7
0
0
万
円

国
庫
補
助
の
対
象
と
な
る
令

和
４
年
度
の
事
業
費
予
算
は
約

17
億
５
千
7
0
0
万
円
と
な
り
、

令
和
３
年
度
の
約
18
億
８
千

6
0
0
万
円
か
ら
約
6.8
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

１　
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発

　
　
事
業
費
補
助

令
和
４
年
度
の
振
興
開
発
事
業

で
は
、
住
民
生
活
の
安
定
・
福
祉

の
向
上
、
定
住
の
促
進
を
図
り
、

小
笠
原
諸
島
の
自
立
的
発
展
を
目

指
す
う
え
で
根
幹
と
な
る
産
業
基

盤
や
生
活
基
盤
施
設
等
の
整
備
を

実
施
し
ま
す
。

各
事
業
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
産
業
基
盤
施
設
等
整
備
費
補
助

ア　

港
湾
整
備　
（
都
事
業
）

二
見
港
で
は
岸
壁
の
改
良
工

事
を
行
い
、
沖
港
で
は
泊
地
の

浚
渫
工
事
を
実
施
す
る
。

イ　

農
業
・
水
産
業
基
盤
整
備

◆
ほ
場
造
成　
（
都
事
業
）

母
島
の
貯
水
施
設
設
置
工
事

を
実
施
す
る
。

ウ　

農
業
・
水
産
業
振
興

◆
農
業
試
験
地　
（
都
事
業
）

圃
場
管
理
棟
整
備
の
実
施
設

計
を
実
施
す
る
。

エ　

観
光
振
興

◆
自
然
公
園　
（
都
事
業
）

園
地
・
歩
道
整
備
、
自
然
環

境
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
や

外
来
種
対
策
を
含
む
植
生
回

復
、
自
然
ガ
イ
ド
の
養
成
講

習
等
を
実
施
す
る
。

◆
都
市
公
園　
（
都
事
業
）

大
神
山
公
園
の
園
地
整
備
、

急
傾
斜
地
対
策
、
出
入
口
整

備
を
実
施
す
る
。

②
生
活
基
盤
施
設
等
整
備
費
補
助

ア　

道
路
整
備

◆
都
道　
（
都
事
業
）

災
害
防
除
、
道
路
改
築
工
事

等
を
実
施
す
る
。

◆
村
道　
（
村
事
業
）

道
路
の
排
水
性
舗
装
及
び
新

設
工
事
を
実
施
す
る
。

イ　

生
活
環
境
施
設
等
整
備

◆
簡
易
水
道　
（
村
事
業
）

父
島
の
配
水
管
更
新
工
事
及

び
配
水
管
新
設
工
事
を
実
施

す
る
。

◆
し
尿
処
理
施
設　
（
村
事
業
）

父
島
の
管
渠
新
設
工
事
及
び

母
島
の
処
理
施
設
改
良
詳
細

設
計
を
実
施
す
る
。

◆
浄
化
槽
施
設　
（
村
事
業
）

浄
化
槽（
１
基
）
を
父
島
に

新
設
す
る
。

◆
小
中
学
校
整
備　
（
村
事
業
）

屋
内
運
動
場
・
プ
ー
ル
棟
の

工
事
を
実
施
す
る
。

◆
砂
防　
（
都
事
業
）

父
島
の
時
雨
川
支
川
及
び
母

島
の
大
谷
川
支
川
の
砂
防
対

策
工
事
を
実
施
す
る
。

２　

�

小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
費

　
　
補
助
金

①
病
害
虫
等
防
除
　

ア　

防
除　
（
都
事
業
）

　

�　

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
等
再
侵

入
警
戒
調
査
・
ア
フ
リ
カ
マ
イ

マ
イ
防
除
等
の
事
業
を
実
施

す
る
。

イ　

試
験
研
究　
（
都
事
業
）

　

�　

指
定
病
害
虫
及
び
一
般
病

害
虫
防
除
の
試
験
研
究
を
実

施
す
る
。

②
診
療
所
運
営
　（
村
事
業
）

診
療
所
の
管
理
運
営
、
機
材

の
確
保
等
の
整
備
運
営
を
実
施

す
る
。

③
各
種
調
査
　（
都
事
業
）

観
光
振
興
事
業
と
し
て
、
旅

行
者
の
実
態
や
ニ
ー
ズ
を
調
査

す
る
。

「
私
と
小
笠
原
」

第
8
回

中
吉
丸
奇
跡
の
漂
着
と
小
笠
原
の
歴
史 

▽
そ
の
五

令
和
4
年
度

小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
事
業
費
予
算
に
つ
い
て

�
振
興
開
発
事
業
費 

17
億
５
千
７
０
０
万
円

セ
ー
ボ
レ
ー
氏
と
中
吉
丸
の
5
代
目
子

孫
と
の
記
念
写
真
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紺青の海　透ける空　緑の森　帰ろう　心の故郷・小笠原



ツアー実施期間	 令和４年10月31日（月）から11月５日（土）までの5泊6日
	 （民宿・ホテル等に3 泊） 　※延発コースは実施しません
イベント企画 	 公益財団法人　小笠原協会（Eメール：kzho@ogasawarak.jp）※ホームページに掲載あり
	 ◎本年の交流会は新型コロナウイルス感染拡大防止のため父島・母島とも実施いたしません。
	 ◎本年の小笠原訪問ツアーはマスク着用、３密を避けたフリープランとなります。
	 ◎�小笠原諸島渡航に際しては、おがさわら丸乗船者に実施しているPCR検査（検査費無料）

を必ず受検していただき、陽性反応が出なかったことをご確認の上、ご参加ください。
	 ◎�ワクチン接種を終えられた方についても、おがさわら丸乗船者に実施しているPCR検査を

必ず受検ください。※詳細は小笠原村ホームページ掲載の以下を参照
	 � ～おがさわら丸乗船前のPCR検査にご協力ください～
	 ◎大神山神社の例大祭は神事のみ実施し、神輿、相撲大会等は実施しない予定。
	 ◎今後の感染状況をみてのご案内は、ホームページ等でお知らせいたします。
主催・予約受付	 小笠原海運株式会社　（東京都知事登録2-2135）   予約はお電話で!
	 ☎03-3451-5171　fax 03-3451-4522
後 　 　 援 	小笠原村(予定)、小笠原村観光協会、小笠原母島観光協会、小笠原支庁（予定）
募 集 期 間 	令和４年８月31日（水）～ 10 月７日（金）
募 集 人 員 	150名　※期間内に募集人員に達した場合は、受付を締切ります。
参 加 対 象 	旧島民及び賛助会員、小笠原を愛する人
参 加 費	 こども料金は、小学生の適応となります。（単位：円） ※消費税込み

ツアーの基本等級は2等和室のみとなります。
2等和室より上等級のグレードアップをご希望の方は、予約時にお申し出
ください。
◎ 宿付きコース参加費には、竹芝･父島間の等級別往復運賃と3泊の宿

泊代（朝食3・夕食3付）及び旅行傷害保険料等が含まれます。また、宿
泊を一人で一室使用の場合は、シングルチャージ9,900円が発生しま
す（3泊分）。

◎宿について
　ⅰ �宿付きコースは人数に限りがあります。なるべくご自身で宿を予約

されるようお願いします。
　ⅱ �宿付きコースの宿泊先は、小笠原海運にての手配となり、お客様で

宿をお選び頂けませんのでご注意ください。また、父島の同じ宿に3
泊のみの手配になります。

　ⅲ �母島に一泊以上宿泊される方は、宿をご自身で手配され、乗車券を
ご予約下さい。

◎航海中の食事代、島での昼食代及び父島・母島間の運賃は自己負担です。
◎船賃無料の未就学児で宿泊施設ご利用の場合は、現地で別途宿泊料が必

要となります。
◎乗船券のみのコースの方は、宿泊代は自己負担となります。
◎お申し込み後のキャンセルは、キャンセル料金が発生することがあります。
　詳細は小笠原海運　☎03-3451-5171にお問い合わせください。
　※�ツアーのお申込み、お問合せは、小笠原海運（株）☎03-3451-5171に
お願いします。

　　小笠原協会での予約受付はしませんのでご注意ください。

宿付き 乗船券のみ
大人 子供 大人 子供

旧島民 及び 協会賛助会員 72,000 42,000 (注) (注)
上記以外 76,000 44,000 【一般料金】

（注）乗船券のみの代金は未定です。後日小笠原協会ホームページでお知らせいたします。

小笠原訪小笠原訪問問ツツアアーー20222022

テ
レ
ビ
の
天
気
予
報
な
ど
で

は
小
笠
原
の
梅
雨
入
り
に
つ
い
て

の
報
道
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
笠

原
で
も
5
月
中
旬
か
ら
雨
の
日

や
湿
度
の
高
い
蒸
し
暑
い
日
が

続
き
、
梅
雨
と
な
り
ま
す
。
そ
し

て
梅
雨
前
線
が
北
上
し
関
東
地

方
が
梅
雨
入
り
す
る
と
小
笠
原

の
梅
雨
は
明
け
、
本
格
的
な
夏
が

や
っ
て
き
ま
す
。

た
っ
ぷ
り
と
水
を
含
ん
だ
森
で

は
植
物
が
生
き
生
き
と
生
育
し
、

開
花
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。
母
島

の
最
高
峰
、
乳
房
山
で
は
6
月
か

ら
7
月
に
か
け
て
固
有
の
植
物
で

あ
る
ハ
ハ
ジ
マ
ノ
ボ
タ
ン
が
青
い

空
を
背
景
に
ピ
ン
ク
の
可
憐
な
5

弁
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

ハ
ハ
ジ
マ
ノ
ボ
タ
ン
は
そ
の

名
の
と
お
り
、
母
島
だ
け
の
固
有

植
物
で
す
。
父
島
に
は
白
い
5
弁

の
花
を
つ
け
る
父
島
固
有
の
ム

ニ
ン
ノ
ボ
タ
ン
が
生
育
し
て
い

ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
残
念
な
こ
と

に
絶
滅
危
惧
種
と
な
っ
て
い
ま

す
。
自
生
個
体
は
父
島
の
極
一
部

に
残
る
だ
け
と
な
り
、
東
京
大

学
附
属
植
物
園
が
植
え
戻
し
を

行
っ
た
植
栽
株
が
現
存
し
て
い

ま
す
。

乳
房
山
で
は
ハ
ハ
ジ
マ
ノ
ボ

タ
ン
の
開
花
時
期
と
ほ
ぼ
同
じ

頃
に
オ
ガ
サ
ワ
ラ
シ
コ
ウ
ラ
ン

も
開
花
し
ま
す
。
指
甲
蘭
と
書
く

様
に
手
の
甲
を
下
に
広
げ
た
様

な
黄
色
い
花
を
つ
け
ま
す
。
樹
幹

に
生
え
る
着
生
ラ
ン
で
、
花
が
咲

い
て
い
な
い
時
も
、
つ
や
つ
や
と

し
た
黄
緑
色
の
葉
が
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

鬱
陶
し
い
梅
雨
も
島
の
植
物

に
と
っ
て
は
と
て
も
重
要
な
も

の
で
す
。
で
も
、
順
調
に
生
育
し

て
い
る
植
物
た
ち
も
ひ
と
た
び

大
き
な
台
風
が
来
る
と
大
変
な

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
し
ま
い
ま

す
。
台
風
は
島
に
住
ん
で
い
る
私

た
ち
に
と
っ
て
も
困
り
も
の
で

す
。
今
年
は
早
々
に
台
風
1
号
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

大
き
な
台
風
が
や
っ
て
こ
な
い

事
を
島
民
皆
、
願
っ
て
い
ま
す
。

動
植
物
た
ち
も
同
じ
で
し
ょ
う
。

台
風
後
は
、
山
の
風
景
が
茶
色

で
一
変
し
ま
す
。
そ
の
後
、
最
初

に
緑
を
回
復
す
る
の
は
後
か
ら

侵
入
し
て
き
た
逞
し
い
外
来
植

物
の
ア
カ
ギ
と
ギ
ン
ネ
ム
で
す
。

固
有
植
物
た
ち
は
弱
く
儚
い
も

の
で
、
そ
れ
ら
を
ど
う
守
る
か
が

課
題
で
す
。

母
島
だ
よ
り

�

母
島
通
信
員 

坂
入 

祐
子

ハハジマノボタン

オガサワラシコウランハハジマメグロ

青
木
奈
都
子　
　

浅
沼　

俊
夫

安
部　

哲
人　
　

荒
川　
　

博

池
田　

葉
子　
　

市
川　
　

之

五
日
市
雄
紀　
　

稲
垣　
　

稔

井
部　

芳
明　
　

宇
賀
神
秀
夫

宇
佐
美
秀
幸　
　

太
田　

勝
政

太
田　

健
一　
　

大
森　

國
裕

小
野
寺
一
彦　
　

柿
沼　

正
晃

加
藤　

春
美　
　

川
上　

菊
夫

河
鰭　

一
誠　
　

菊
田　
　

薫

木
村　

陽
子　
　

工
藤　

芳
正

郡　
　
　

彪　
　

郡　
　

百
代

古
味　

宏
之　
　

齋
藤　
　

健

齋
藤　
　

武　
　

齋
藤　

洋
子

佐
藤　
　

勉　
　

澤　
　

哲
也

澤
田　
　

實　
　

柴
内　

康
吉

島
崎　

広
光　
　

荘
子　

利
枝

荘
子　

敏
光　
　

鈴
木　

可
久

鈴
木　

康
一　
　

髙
井　

博
英

竹
久　

茂
伸　
　

竹
割　

康
夫

田
中　

俊
行　
　

谷　
　
　

貢

田
原　

彰
乃　
　

田
村　

槇
惠

對
馬　

秀
子　
　

栃
木
み
よ
し

登
山　

邦
雄　
　

中
島　

隼
人

成
田　

惣
一　
　

成
田　

安
子

野
村　

成
人　
　

羽
下　

忠
男

長
谷
川
昌
伸　
　

細
井　
　

優

松
木　

一
雅　
　

松
村　
　

剛

黛　
　

尚
見　
　

宮
尾　

杏
子

宮
尾
麻
衣
子　
　

三
好　

里
実

村
田　

能
子　
　

矢
島　

利
紀

山
内　

隆
夫　
　

横
倉　

康
明

吉
川　
　

修　
　

若
松　

洋
輔

鷲
津　

数
聖　
　

飯
塚　

優
子

飯
塚　

吉
喜　
　

石
井　

正
則

石
井　

良
則　
　

石
川　

咲
生

石
山　
　

進　
　

伊
藤　

政
行

井
上　

敦
夫　
　

今
井　

健
夫

入
江
久
美
子　
　

内
田　

博
貴

大
槻　

智
之　
　

奥
秋　

彰
一

小
倉　

直
子　
　

小
澤　

道
子

片
山　
　

進　
　

金
刺　

雅
道

金
刺
美
代
子　
　

苅
谷
ヤ
ス
子

川
北　

和
徳　
　

川
田　

弘
子

菊
地　

敬
子　
　

熊
坂　

文
夫

小
林　
　

哲　
　

駒
井　

政
公

近
藤　
　

匠　
　

坂
田　

俊
行

（
敬
称
略

・
順
不
同
）　

▼
個
人
賛
助
会
費

▽
五
口

　

渋
井　

信
和　

鍋
島　

茂
樹

▽
四
口

秋
山　

俊
行

▽
三
口

星
野　
　

勢　
　

英　

辰
次
郎

神
藤　

信
之　
　

松
井　

健
一

三
原　
　

實　
　

古
橋　

雷
太

稲
垣　
　

勇　
　

隝
田　

房
蔵

森
田　

裕
一　
　

滑
川　
　

進

大
島　

洋
子　
　

石
原　
　

俊

鈴
木　

高
弘　
　

稲
垣　

政
孝

齋
藤　

邦
雄　
　

▽
二
口

海
老
根
鐡
男　
　

村
田　

憲
一

稲
本
都
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小笠原航路時刻表
（令和４年7月～令和４年12月）

ハートロック（千尋岩） 母島沖港

さあ ! 母島へ行こう
母島への航路（ホエールライン）
母島は父島の南約50kmに位置しその広さは約21k㎡です。
島の中央に乳房山（463m）があり島の周囲は58kmあります。
母島を観光される方は、下記の時刻表でぜひ訪島してください。

（令和４年7月～令和４年12月）

令和4年6月1日現在
（　）内は前年同月

住民基本台帳登録者数
○世　帯� 1,512 世帯

　（1,510世帯）
　
　父　島� 1,243 世帯

（1,234世帯）
　
　母　島� 269世帯

（276世帯）

○人　口� 2,593 人
（2,590 人）

　
　父　島� 2,141 人

（2,132 人）
　
　母　島� 452人

（458人）

令和4年5月気象状況
（　）内は前年同月（父島）

最高気温� 28.8 ℃
（29.4 ℃）

最低気温� 18.9 ℃
（16.3 ℃）

平均気温� 24.2 ℃
（25.2 ℃）

平均湿度� 89 %
（85 %）

月降水量� 31.0 mm
（43.0 mm）

（気象庁　ホームページ）

令和4年5月中の来島者数
（　）内は前年同月（父島）

定期船� 576人
（334人）

観光船� 180人
（0人）

◎問い合わせ先　伊豆諸島開発株式会社　☎03-3455-3090

運航月
時   刻

おがさわら丸
父島入港日

おがさわら丸
父島入港の翌日

おがさわら丸
父島出港日

おがさわら丸
父島入出港日 その他の日 運休日

運
航
時
刻

父島出港 12:00 7:30 7:30 13:30 7:30 　

母島入港 14:00 9:30 9:30 15:30 9:30
母島出港 14:00 15:00 12:00 10:30 16:00 14:00

父島入港 16:00 17:00 14:00 12:30 18:00 16:00

運
航
月
日

7 月

1 ㈮ 3 ㈰ 21 ㈭ 2 ㈯ 5 ㈫ 4 ㈪
6 ㈬ 7 ㈭ 9 ㈯ 28 ㈭ 8 ㈮ 11 ㈪ 10 ㈰
12 ㈫ 13 ㈬ 15 ㈮ 7/18、7/24、7/31

8/6、8/13、8/20 の
運航時刻
父島発
  7：30　14：00
母島着
  9：30　16：00
母島発 10：00
父島着12：00

14 ㈭ 17 ㈰ 16 ㈯
19 ㈫ 20 ㈬ 23 ㈯ 22 ㈮
25 ㈪ 26 ㈫ 27 ㈬ 29 ㈮

30 ㈯

8 月

1 ㈪ 2 ㈫
7 ㈰ 3 ㈬ 5 ㈮ 8 ㈪ 9 ㈫ 4 ㈭
14 ㈰ 10 ㈬ 12 ㈮ 15 ㈪ 16 ㈫ 11 ㈭
21 ㈰ 17 ㈬ 19 ㈮ 22 ㈪ 23 ㈫ 18 ㈭

28 ㈰ 29 ㈪ 31 ㈬ 24 ㈬ 26 ㈮ 27 ㈯ 30 ㈫ 25 ㈭

9 月

3 ㈯ 4 ㈰ 6 ㈫ 2 ㈮ 5 ㈪ 1 ㈭
10 ㈯ 11 ㈰ 13 ㈫ 8 ㈭ 9 ㈮ 12 ㈪ 7 ㈬
16 ㈮ 17 ㈯ 19 ㈪ 15 ㈭ 18 ㈰ 14 ㈬
22 ㈭ 23 ㈮ 25 ㈰ 21 ㈬ 24 ㈯ 20 ㈫
28 ㈬ 29 ㈭ 27 ㈫ 30 ㈮ 26 ㈪

10 月

1 ㈯ 3 ㈪ 4 ㈫ 5 ㈬ 2 ㈰
6 ㈭ 7 ㈮ 9 ㈰ 8 ㈯ 11 ㈫ 12 ㈬ 10 ㈪
13 ㈭ 14 ㈮ 16 ㈰ 15 ㈯ 18 ㈫ 19 ㈬ 17 ㈪
20 ㈭ 21 ㈮ 23 ㈰ 22 ㈯ 25 ㈫ 24 ㈪
26 ㈬ 27 ㈭ 29 ㈯ 28 ㈮ 31 ㈪ 30 ㈰

11 月

1 ㈫ 2 ㈬ 4 ㈮ 3 ㈭ 6 ㈰ 5 ㈯
7 ㈪ 8 ㈫ 10 ㈭ 9 ㈬ 12 ㈯ 11 ㈮
13 ㈰ 14 ㈪ 16 ㈬ 15 ㈫ 18 ㈮ 17 ㈭
19 ㈯ 20 ㈰ 22 ㈫ 21 ㈪ 24 ㈭ 25 ㈮ 23 ㈬
27 ㈰ 28 ㈪ 30 ㈬ 26 ㈯ 29 ㈫

◆時刻表は今後の状況により変更となる場合もあります

運航月
時　刻

東京発 父島着 父島泊 父島泊 父島発 東京着 父島泊数11:00 11:00 ─ ─ 15:00 15:00

7 月

5 ㈫ 6 ㈬ 7 ㈭ 8 ㈮ 9 ㈯ 10 ㈰
3泊

11 ㈪ 12 ㈫ 13 ㈬ 14 ㈭ 15 ㈮ 16 ㈯
東京発 父島着 父島泊 父島泊 父島発 東京着 父島泊数11:00 11:00 ─ ─ 15:30 15:30
17 ㈰ 18 ㈪ ― ― 18 ㈪ 19 ㈫

父島折り返し
20 ㈬ 21 ㈭ ― ― 21 ㈭ 22 ㈮
23 ㈯ 24 ㈰ ― ― 24 ㈰ 25 ㈪
27 ㈬ 28 ㈭ ― ― 28 ㈭ 29 ㈮
30 ㈯ 31 ㈰ ― ― 31 ㈰ 8/1 ㈪

8 月

2 ㈫ 3 ㈬ ― ― 3 ㈬ 4 ㈭

父島折り返し

5 ㈮ 6 ㈯ ― ― 6 ㈯ 7 ㈰
9 ㈫ 10 ㈬ ― ― 10 ㈬ 11 ㈭
12 ㈮ 13 ㈯ ― ― 13 ㈯ 14 ㈰
16 ㈫ 17 ㈬ ― ― 17 ㈬ 18 ㈭
19 ㈮ 20 ㈯ ― ― 20 ㈯ 21 ㈰
23 ㈫ 24 ㈬ ― ― 24 ㈬ 25 ㈭

東京発 父島着 父島泊 父島泊 父島発 東京着 父島泊数11:00 11:00 ─ ─ 15:00 15:00
27 ㈯ 28 ㈰ 29 ㈪ 30 ㈫ 31 ㈬ 9/1 ㈭ 3 泊

9 月

2 ㈮ 3 ㈯ 4 ㈰ 5 ㈪ 6 ㈫ 7 ㈬

3泊
9 ㈮ 10 ㈯ 11 ㈰ 12 ㈪ 13 ㈫ 14 ㈬
15 ㈭ 16 ㈮ 17 ㈯ 18 ㈰ 19 ㈪ 20 ㈫
21 ㈬ 22 ㈭ 23 ㈮ 24 ㈯ 25 ㈰ 26 ㈪
27 ㈫ 28 ㈬ 29 ㈭ 30 ㈮ 10/1 ㈯ 10/2 ㈰

10 月

5 ㈬ 6 ㈭ 7 ㈮ 8 ㈯ 9 ㈰ 10 ㈪

3泊
12 ㈬ 13 ㈭ 14 ㈮ 15 ㈯ 16 ㈰ 17 ㈪
19 ㈬ 20 ㈭ 21 ㈮ 22 ㈯ 23 ㈰ 24 ㈪
25 ㈫ 26 ㈬ 27 ㈭ 28 ㈮ 29 ㈯ 30 ㈰
31 ㈪ 11/1 ㈫ 11/2 ㈬ 11/3 ㈭ 11/4 ㈮ 11/5 ㈯

11 月

6 ㈰ 7 ㈪ 8 ㈫ 9 ㈬ 10 ㈭ 11 ㈮

3泊
12 ㈯ 13 ㈰ 14 ㈪ 15 ㈫ 16 ㈬ 17 ㈭
18 ㈮ 19 ㈯ 20 ㈰ 21 ㈪ 22 ㈫ 23 ㈬
26 ㈯ 27 ㈰ 28 ㈪ 29 ㈫ 30 ㈬ 12/1 ㈭

◆時刻表は今後の状況により変更となる場合もあります

◎問い合わせ先　小笠原海運株式会社　☎ 03-3451-5171
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秀
一　
　

山
岡　

栄
治

山
岡
み
さ
子　
　

湯
村　
　

健

小
路　

彩
子　
　

篠
田　

和
枝

篠
原　

弘
奈　
　

関
根　

正
夫

髙
石　

義
久　
　

髙
島　

幸
夫

高
橋
由
紀
子　
　

堤　
　

清
樹

富
山　

香
子　
　

森
永　
　

諭

山
田　

雅
文　
　

斉
賀　

孝
一

長
峯　

圭
助　
　

大
山　

茂
樹

大
山　

瑠
美　
　

飯
田　

昌
宏

牛
山
な
な
ほ　
　

岡
本　

数
春

岡
本　

良
一　
　

奥
原　

芳
雄

川
辺　

由
己　
　

北
山　

朋
裕

原
田　

知
香　
　

船
山　

浩
志

眞
内　

敏
行　
　

小
豆
畑
純
子

荒
舩　

正
三　
　

小
野　

康
夫

佐
々
木
美
加　
　

下
地　

洋
一

新
谷　

將
夫　
　

中
島　
　

徳

林　
　

安
代　
　

皆
川　

重
次

八
川　

修
仁　
　

山
田　

康
彦

依
光　

桃
子　
　

赤
間　

泰
子

赤
間　
　

巌　
　

阿
部　

千
智

乾　
　

幸
子　
　

榎
本　

泰
雄

加
山　

次
郎　
　

菊
池　

武
博

楠　
　

美
帆　
　

小
林　

正
至

島
方　
　

優　
　

伊
達　

悦
子

伊
達　
　

博　
　

板
東　

和
子

牧
野　

容
子　
　

村
山　

政
雄

陸
川　

理
沙　
　

青
木　

浩
之

飯
塚　

雄
三　
　

生
駒　

篤
史

生
駒　

青
波　
　

石
田　

俊
明

石
田　

百
世　
　

大
澤
五
百
子

片
寄　

陽
平　
　

斎
藤　
　

毅

染
谷　

俊
汰　
　

染
谷　
　

太

高
橋　
　

巧　
　

中
植　

裕
美

中
川　
　

淳　
　

橋
本　

敦
子

橋
本　

敦
史　
　

大
久
保
勝
司

福
原　

誠
志　
　

小
豆
畑　

淳

横
尾　

篤
志　
　

一
瀬　

秀
樹

加
藤　

正
樹　
　

佐
々
木
哲
子

城
下　

洽
子　
　

鈴
木　

朋
範

永
井
陽
一
郎　
　

袴
田　
　

愛

袴
田　

知
宏　
　

宮
田　

靖
子

池
田　

孝
子　
　

伊
藤　

孝
将

小
野　

弘
樹　
　

唐
澤　

正
博

熊
谷　
　

隆　
　

倉
田　
　

信

倉
田　

洋
子　
　

田
邉　

晴
久

山
田　

紫
織　
　

青
山　

千
津

青
山　

ゆ
う　
　

小
田　

知
子

尾
沼　

勝
利　
　

草
柳　

明
美

櫛
田　

眞
昭　
　

河
野　

正
明

小
本　
　

創　
　

坂
部　
　

大

坂
本
優
美
子　
　

佐
原　

一
拓

西
浦　

利
加　
　

松
山　

貴
俊

ハ
イ
ノ
マ
リ
ウ
ス

川
口　

義
道　
　

鈴
木　

一
史

鈴
木
奈
々
子　
　

関　
　

雅
子

竹
越
麻
酉
子　
　

宮
坂　

昌
典

宮
坂
有
紀
子　
　

中
島　

邦
夫

牛
窪
眞
理
子　
　

奥
山　

雅
敬

佐
藤　

洋
美　
　

佐
藤　

洋
子

新
川　
　

彰　
　

長
倉　

正
治

吉
野　

裕
子　
　

吉
野　

美
咲

天
野　

真
治　
　

菅　
　

美
良

中
原　

章
智　
　

川
瀬　

航
司

齋
藤　

憲
明　
　

菅
原　

澪
紀

田
巻　

克
彦　
　

田
巻　

優
子

徳
田　

匡
泰　
　

宮
本　

貢
治

山
根　

健
一　
　

渡
辺　

英
紀

池
田　

隆
雄　
　

福
原　

弘
子

石
田　

立
治　
　

国
松
え
り
子

国
松　
　

修　
　

八
川　
　

浪

安
田
純
一
郎　
　

安
森　

直
輝

渥
美
ひ
さ
よ　
　

石
橋
き
よ
み

岩
本　

陽
児　
　

小
笠
原
明
宏

栗
林　
　

敏　
　

竹
内　

成
弘

田
中　

隆
三　
　

飯
田　

純
子

長
田　

眞
作　
　

桐
山　

丈
司

熊
谷　

宏
子　
　

田
代　

義
一

塚
田　

潤
司　
　

宮　
　

武
彦

矢
崎
芙
美
子　
　

高
橋　

三
弥

野
溝
由
美
子　
　

前
田　

美
緒

安
田
真
理
子　
　

荻
野　

雅
美

千
葉　

繁
雄　
　

千
葉
は
る
か

濱
邊　

健
志　
　

松
永
宣
一
郎

津
吉　

慶
範　
　

永
松　

睦
美

松
田　

裕
一　
　

池
田　

司
朗

池
田　

直
美　
　

神
田　
　

豊

小
山
外
美
子　
　

佐
藤　

永
隆

上
部　

健
一　
　

髙
橋　

恵
子

多
田　

昭
子　
　

平
沢　

甲
一

福
岡　

康
平　
　

水
田
佳
代
子

岩
川　

孝
志　
　

村
瀬　

清
之

佐
藤
ひ
ろ
み　
　

永
田　
　

豊

山
崎
由
美
子　
　

小
山　

麗
子

荒　
　

良
英　
　

荒
川　

博
明

佐
々
木
幸
雄　
　

辻
下
よ
し
美

張
本　

達
宏　
　

有
松
佐
知
子

池
田　

真
人　
　

押
切　

重
洋

正
井　

彰
俊　
　

小
林　
　

実

平
山　

欽
一　
　

平
山　

直
美

後
藤　

美
佳　
　

溝
田　

敦
子

牟
田
口　

淳　
　
牟
田
口
真
由
美

小
橋　

弘
道　
　

酒
井　

新
奈

▼
新
規
入
会
者

▽
一
口

李　
　

泰
煕　
　

豊
田
小
百
合

野
口　

春
海　
　

柴
原　

克
則

古
橋
浩
太
郎　
　

渡
辺　

真
也

奥
山　

信
介　
　

渋
谷　

正
昭

岩
崎　

美
幸　
　

小
田　

浩
司

浅
沼　
　

研　
　

新
井　

敬
造

笹
渕　

晃
映　
　

成
田　
　

愛

山
崎　

智
子　
　

小
林　

拓
貴

酒
井　

総
平　
　

大
橋
奈
菜
子

市
川　

高
浩　
　

絹
川　

奈
央

絹
川　

悠
介　
　

戸
口　

洋
子

吉
江　

洋
子　
　

飯
田　

淳
一

小
河
原
絃
貴　
　

福
井　

敏
弘

飯
塚　
　

香　
　

田
中　

敏
彦

山
口　

協
子　
　

山
口　
　

哲

渡
辺　

淑
子　
　

荻
野　

千
尋

河
本
英
巳
子　
　

和
田　
　

裕

桑
原　
　

葵　
　

桑
原
真
理
子

川
瀬　

吉
啓　
　

工
藤
ま
ゆ
み

▼
寄
付
金

▽
令
和
四
年
新
年
号
広
告

小
笠
原
興
発
株
式
会
社

株
式
会
社
共
勝
丸

日
本
自
動
車
タ
ー
ミ
ナ
ル
株
式
会
社

大
成
建
設
株
式
会
社

訃
　
　
報

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

福
島　

立
恵 

様　

107
歳

　

令
和
４
年
３
月
11
日
ご
逝
去

�

硫
黄
島
出
身

川
島　

は
る
か 

様　

97
歳

　

令
和
４
年
３
月
30
日
ご
逝
去

�

硫
黄
島
出
身

５
月
に
定
例
理
事
会
、
６
月
に

定
時
評
議
員
会
を
開
催
し
、
令
和

３
年
度
の
事
業
報
告
並
び
に
収
支

決
算
報
告
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
理
事
会
、
評
議
員
会
の
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
次
号
で
ご
報
告

し
ま
す
）

小
笠
原
協
会
役
員
会
開
催
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